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◆ キーワード　五道神／武塔神／五頭天王／牛頭天王／オニ（鬼）

武
塔
神
と
は
何
だ
っ
た
か

─
五
道
神
か
ら
武
塔
神
・
五
頭
天
王
・
牛
頭
天
王
へ
─

山 

口　

建 

治

は
じ
め
に

日
本
古
代
の
疫
神
牛
頭
天
王
、
あ
る
い
は
そ
の
前
身
の
武
塔
神
は
ど
う

い
う
素
生
の
神
で
あ
っ
た
か
、
と
く
に
そ
れ
ら
が
祇
園
精
舎
の
守
護
神
と
さ

れ
る
い
わ
れ
は
一
体
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
民
間
信
仰

が
伝
播
し
た
も
の
か
と
か
朝
鮮
の
ム
ー
ダ
ン
（
巫
堂
）
が
日
本
化
し
た
も
の

か
な
ど
と
諸
説
紛
々
で
あ
り
、
じ
つ
は
あ
ま
り
よ
く
分
か
っ
て
な
い
の
が

実
情
で
あ
る

（
１
）。

小
論
は
中
国
民
間
の
疫
神
信
仰
と
そ
の
儀
礼
（
民
間
儺
儀

と
い
う
）
の
伝
来
に
と
も
な
っ
て
、
口
頭
ル
ー
ト
で
入
っ
て
来
た
と
思
わ

れ
る
中
国
語
の
こ
と
ば
と
漢
字
表
記
の
も
つ
れ
あ
い
を
読
み
解
く
方
法
で
、

武
塔
神
・
牛
頭
天
王
の
出
自
を
追
跡
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
当
て
字

の
研
究
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
音
声
の
こ
と
ば
が
生
ま
れ
通
用
す
る
基

盤
と
し
て
の
民
間
文
化
を
研
究
対
象
と
す
る
、
一
種
の
口
承
文
芸
研
究
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
仏
教
や
宗
教
の
専
門
家
で
は
な
く
、
お
お
く
の
勘

違
い
誤
り
が
あ
る
も
の
と
思
う
。
ご
示
教
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

結
論
か
ら
先
に
い
っ
て
し
ま
う
と
、
武
塔
神
と
い
う
の
は
、
中
国
の
民

間
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
冥
界
の
亡
者
「
鬼
」
を
管
理
す
る
王
で
あ
る
「
五

道
神
」（
あ
る
い
は
「
五
道
大
神
」「
五
道
将
軍
」
と
も
い
う
）
の
当
て
字

で
あ
っ
て
、
大
陸
渡
来
の
人
々
が
信
仰
し
て
い
た
疫
神
化
し
た
五
道
神
が

そ
の
原
形
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
が
こ
の
よ
う
な
疑
念
を
懐
き
は
じ
め
た
の
は
、
日
本
語
の
オ
ニ

（
鬼
）
の
語
源
を
探
索
す
る
過
程
に
お
い
て
で
あ
る
。
オ
ニ
の
語
源
説
と

し
て
、『
和
名
抄
』
に
あ
る
漢
字
「
隠
」
の
字
音
か
ら
の
転
訛
で
あ
る
と

の
説
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

鬼　

四
聲
字
菀
云
、
─
（
鬼
）
居
傅
（
偉
）
反
和
名
於
邇
。
或
説
云
於

爾
隱
字
音
─
（
之
）
訛
也
。
鬼
物
隱
而
不
欲
顯
形
、
故
俗
呼
曰
隱
也
。

人
死
魂
神
也
。
一
云
呉
人
曰
─
（
鬼
）、
越
人
曰
魕
音
蟣
反
又
祈
反
。

（
伊
勢
二
十
巻
本
『
和
名
抄
』、
─
は
原
テ
キ
ス
ト
の
省
略
記
号
で
あ
り

そ
の
後
ろ
の
（　

）
内
は
筆
者
の
推
定
字
で
あ
る
。
以
下
も
同
じ
。）

し
か
し
同
じ
『
和
名
抄
』
の
「
瘧
鬼
」
の
項
に
、「
エ
ヤ
ミ
ノ
カ
ミ
或

オ
ニ
」
と
あ
る
の
は
、
隠
字
音
説
の
影
に
隠
れ
て
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
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い
な
い
。

瘧
鬼　

蔡
邕
『
獨
斷
』
云
、
昔
顓
頊
有
三
子
、
亡
去
而
為
疫
鬼
、
其

一
者
居
江
水
、
是
為
─
─
（
瘧
鬼
）。
和
名
衣
也
美
乃
加
美
或
於
邇
。

（
伊
勢
二
十
巻
本
『
和
名
抄
』）

オ
ニ
の
語
源
は
じ
つ
は
こ
こ
の
オ
ニ
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
。『
獨
斷
』

の
疫
神
の
条
の
一
文
、
伝
説
上
の
帝
王
で
あ
る
顓
頊
の
三
人
の
子
が
生
ま

れ
て
す
ぐ
死
ん
で
疫
鬼
に
な
っ
た
と
い
う
話
は
、
日
本
で
追
儺
と
呼
ば
れ

る
「
儺
」
の
起
源
説
話
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。『
獨
斷
』
の
原
文
で

は
「
瘧
鬼
」
で
は
な
く
て
「
瘟
鬼
」
に
な
っ
て
い
る
。

疫
神　

帝
顓
頊
有
三
子
、
生
而
亡
去
為
鬼
。
其
一
者
居
江
水
、
是
為

瘟
鬼
。
其
一
者
居
若
水
、
是
為
魍
魎
。
其
一
者
居
宮
室
樞
隅
處
、
善

驚
小
兒
。
於
是
命
方
相
氏
、
…
…
時
儺
、
以
索
宮
中
、
殴
疫
鬼
也

（
浙
江
人
民
出
版
社
『
百
子
全
書
』（
六
）
所
収
『
獨
斷
』
巻
上
）

こ
の
『
獨
斷
』
原
文
に
よ
る
と
、
疫
神
は
地
域
に
よ
り
呼
び
名
が
変
わ

り
、
そ
の
う
ち
江
水
（
つ
ま
り
長
江
）
に
居
る
の
が
瘟
鬼
（
オ
ン
キ
）
だ
と

い
う
。『
和
名
抄
』
で
「
エ
ヤ
ミ
ノ
カ
ミ
或
オ
ニ
」
と
い
う
の
は
、
じ
つ
は

『
獨
斷
』
の
こ
の
部
分
を
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
日
本
語
の

オ
ニ
は
こ
の
瘟
鬼
の
瘟
オ
ン
か
ら
来
て
い
る
。
中
国
の
民
間
儺
儀
「
遣
瘟
」

が
伝
来
し
、
日
本
の
な
か
に
儺
（
オ
ニ
ヤ
ラ
イ
）
の
儀
礼
が
生
じ
そ
こ
に

オ
ニ
が
発
生
し
た
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
オ
ニ
の
語
源
説
で
あ
る

（
２
）。

中
国
の
民
間
儺
儀
の
隊
列
に
は
、
後
述
す
る
敦
煌
駆
儺
文
か
ら
も
う
か

が
え
る
よ
う
に
、
五
道
神
が
登
場
す
る
。
五
道
神
に
対
す
る
信
仰
は
、
隋
唐

の
こ
ろ
隆
盛
に
な
っ
た
五
瘟
神
の
信
仰
と
も
習
合
し
て
、
非
業
死
し
た
五

人
の
霊
を
疫
神
と
し
て
祭
る
疫
神
祭
祀
の
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
に
伝
わ
っ
た
五
道
神
は
こ
の
こ
ろ
の
疫
神
化
し
た
五
道
神
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
（
別
稿
で
、
日
本
の
御
霊
信
仰
は
、
中
国
の
五
瘟
神
の
信
仰
す

な
わ
ち
「
五
霊
」
信
仰
が
伝
わ
っ
て
起
き
た
波
紋
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
た（

３
））。

つ
ま
り
、
オ
ニ
の
語
源
→
『
和
名
抄
』
瘧
鬼
→
『
獨
斷
』
の
疫
神
・
瘟

鬼
→
中
国
民
間
儺
儀
（
遣
瘟
）
の
五
道
神
と
い
う
ふ
う
に
、
オ
ニ
の
語
源

を
追
跡
す
る
中
で
瘟
神
（
疫
神
）
化
し
た
五
道
神
に
た
ど
り
着
い
た
。

と
こ
ろ
で
日
本
の
疫
神
と
い
え
ば
牛
頭
天
王
・
武
塔
神
で
あ
る
が
、
武

塔
ム
タ
フ
と
五
道
ゴ
タ
ウ
は
語
形
が
似
て
い
る
（
と
く
に
中
国
語
音
で
発

音
す
る
と
非
常
に
似
た
音
に
な
る
）。
武
塔
ム
タ
フ
と
五
道
ゴ
タ
ウ
の
語

形
の
類
似
は
、
単
な
る
偶
然
の
暗
合
な
の
か
と
の
疑
念
が
生
じ
た
（「
五
」

の
中
国
語
の
隋
唐
音
の
語
頭
子
音
は
、
古
代
日
本
語
の
音
韻
体
系
の
な
か

に
は
な
い
鼻
濁
音
ŋ
で
あ
り
、
こ
の
音
が
日
本
語
の
音
韻
の
中
に
入
っ
て

く
る
と
、
口
蓋
音
g
（
ゴ
）
の
音
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
が
普
通
な

の
だ
が
、
昔
の
列
島
人
が
聞
き
慣
れ
な
い
ŋ
の
音
を
同
じ
鼻
音
の
ｍ
の
音

に
聞
き
と
っ
た
と
し
て
も
あ
な
が
ち
不
思
議
で
は
な
い
）。
か
く
し
て
武

塔
神
は
あ
る
い
は
五
道
神
の
当
て
字
で
は
な
い
か
と
疑
い
は
じ
め
た
。
そ

こ
で
半
信
半
疑
で
は
あ
っ
た
が
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
五
道
神
と
い
う

神
格
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

一　

中
国
に
お
け
る
五
道
神

中
国
に
お
け
る
五
道
神
の
第
一
の
属
性
は
ま
ず
、
死
後
の
世
界
冥
界
を
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尊
格
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
増
一
阿
含
経
』
巻
二
十
七
「
邪
聚

品
第
三
十
五
」
に
、
王
舎
城
の
一
長
者
毘
舎
羅
先
に
釈
尊
の
病
を
治
す
湯

を
布
施
さ
せ
得
度
さ
せ
る
と
い
う
挿
話
が
あ
り
、
そ
こ
に
五
道
大
神
が
登

場
す
る
。
釈
尊
の
弟
子
・
優
頭
槃
が
毘
舎
羅
先
に
布
施
を
求
め
る
と
、
毘

舎
羅
先
は
五
道
大
神
を
信
奉
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
布
施
を
拒
否
す

る
。
す
る
と
優
頭
槃
の
従
者
に
身
を
や
つ
し
て
い
た
五
道
大
神
が
、
い
き

な
り
大
き
な
鬼
神
の
姿
に
変
身
し
、
右
手
に
剣
を
も
ち
「
今
、
我
が
身
は

五
道
大
神
な
り
、
す
み
や
か
に
こ
の
沙
門
に
湯
を
与
え
足
を
稽
留
す
る
な

か
れ
」
と
脅
す
と
、
毘
舎
羅
先
は
す
な
お
に
従
っ
た

（
７
）。『

大
正
新
脩
大
蔵

経
』
所
収
の
初
期
仏
典
の
な
か
で
、
五
道
大
神
が
あ
る
程
度
の
ス
ト
ー

リ
ー
性
を
も
っ
て
語
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
『
増
一
阿
含
経
』
に
お
い
て
の

み
で
あ
る
。

ま
た
、
少
し
時
代
が
後
に
な
る
が
十
三
世
紀
の
仏
典
『
仏
祖
統
紀
』
に
、

沙
門
惠
盈
が
民
の
飢
苦
を
救
わ
ん
と
し
て
三
千
佛
を
礼
拝
し
法
華
経
を
講

じ
る
と
、
五
道
大
神
が
現
れ
で
て
授
戒
を
請
い
「
東
海
に
い
き
巡
行
し
た

い
」
と
い
っ
た
と
あ
る
。
仏
寺
で
は
三
千
仏
を
礼
拝
す
る
よ
う
な
時
に
し

か
、
五
道
大
神
は
姿
を
現
さ
な
い
、
小
さ
な
天
部
の
一
尊
格
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。（「
海
陵
沙
門
惠
盈
。
六
時
禮
三
千
佛
、
救
民
饑
苦
之
厄
。
一
日
講

法
華
經
、
有
神
擁
從
稱
五
道
大
神
、
請
授
戒
法
、
云
往
東
海
巡
行
。
盈
爲

設
食
授
戒
而
去（

８
）」）

第
三
の
属
性
は
、
五
道
神
は
疫
神
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
敦
煌

遺
書
の
駆
儺
文
に
五
道
神
が
出
る
。
S
2
0
5
5
V
は
、
駆
儺
隊
の
五
道

大
神
に
扮
し
た
人
々
が
「
わ
れ
ら
は
鍾
馗
だ
、
浮
浪
遊
鬼
を
捉
ま
え
敦
煌

つ
か
さ
ど
る
王
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
呉
の
支
謙
（
三
世
紀
の
人
）
訳

の
『
太
子
瑞
應
本
起
経
』
に
、
修
行
中
の
悉
多
太
子
（
釋
迦
）
が
、
五
道

を
主
る
大
神
に
あ
う
場
面
が
描
か
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
武
装
し
て
三

道
の
衢
に
立
ち
、「
死
者
の
魂
神
の
当
に
過
ぐ
べ
き
所
を
見
（
し
め
）
す
者
」

だ
と
あ
る
。

忽
然
見
主
五
道
大
神
、
名
曰
賁
識
。
最
独
剛
強
、
左
執
弓
、
右
持

箭
、
腰
帯
利
剣
。
所
居
三
道
之
衢
、
一
曰
天
道
、
二
曰
人
道
、
三
曰

三
悪
道
。
此
所
謂
死
者
魂
神
所
当
過
見
者
也
。
太
子
到
問
、
何
道
所

従
。
賁
識
惶
懅
、
投
弓
、
釈
箭
、
解
剣
、
逡
巡
示
以
天
道
曰
、
是
道

可
従（

４
）。

ま
た
、
ト
ル
フ
ァ
ン
墳
墓
か
ら
出
土
の
随
葬
衣
物
疏
（
埋
葬
す
る
死

者
の
衣
物
に
添
え
た
回
し
文
）
に
よ
れ
ば
、
五
道
大
神
は
死
者
の
転
生
先

を
差
配
す
る
神
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
あ
る
衣
物
疏
に
は

「
比
丘
果
願
敬
し
て
五
道
大
神
に
ま
わ
し
ぶ
み
す
。
仏
弟
子
孝
姿
は
持
仏

五
戒
し
十
善
を
専
修
し
、
こ
の
月
六
日
を
以
て
物
故
し
、
た
だ
ち
に
五
道

に
渉
る
。
適
く
と
こ
ろ
意
に
任
せ
よ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

比
丘
果
願
敬
移
五
道
大
神
。
佛
弟
子
孝
姿
持
佛
五
戒
、
専
修
十
善
、

以
此
月
六
日
物
故
、
逕
（
徑
）
渉
五
道
。
任
意
所
適（

５
）。

七
世
紀
の
『
冥
報
記
』
に
よ
れ
ば
、
五
道
神
は
冥
界
の
尚
書
（
大
臣
）

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
あ
る
。

景
曰
：
「
道
者
、
天
帝
總
統
六
道
、
是
謂
天
曹
。
閻
羅
王
者
、
如
人

天
子
、
太
山
府
君
如
尚
書
令
録
、
五
道
神
如
諸
尚
書（

６
）。

五
道
神
の
第
二
の
属
性
は
、
も
と
は
仏
教
の
護
法
神
、
所
謂
天
部
の
一
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か
ら
は
き
出
す
ぞ
」
と
口
々
に
叫
ぶ
と
あ
る
。

五
道
将
軍
親
至
、
虎
（
歩
＝
部
）
領
十
萬
熊
羆
。
衣
（
又
）
領
銅
頭

鐵
額
，
魂
（
渾
）
身
總
着
豹
皮
。
教
使
朱
砂
染
赤
，
咸
稱
我
是
鍾
馗
。

捉
取
浮
遊
浪
鬼
，
積
郡
（
緝
拿
）
掃
出
三
峗（

９
）。

Ｐ
2
0
5
8
V
は
難
解
だ
が
、「
五
道
大
神
杵
を
も
ち
、
鬼
を
駆
り
た

て
泰
山
府
君
に
見
え
さ
え
、
う
ろ
つ
く
鬼
を
尋
問
す
る
」
と
あ
る
。
五
道

大
神
は
鍾
馗
と
同
じ
く
、
恐
い
顔
し
て
「
鬼
」
を
脅
か
す
の
が
本
領
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

若
説
開
天
辟
地
、
自
有
皇
（
黄
）
帝
軒
轅
。
押
伏
（
圧
服
）
名
（
冥
）

司
六
道
、
並
交
守
分
帖
（
恬
）
然
。
五
道
大
神
執
按
（
杵
）、
駆
見

太
山
府
君
。
尋
勘
浮
遊
浪
鬼
、
如
何
悩
害
人
天

（
（（
（

。

古
代
中
国
で
疫
病
を
も
た
ら
す
の
は
「
疫
鬼
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
か
ら
、「
鬼
」
を
管
理
支
配
す
る
五
道
大
神
も
駆
儺
の
隊
列
に
か
り

出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
四
の
属
性
は
、
五
道
神
は
閻
魔
王
と
は
違
い
、
こ
の
世
に
現
れ
出
て

巡
遊
審
判
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
太
平
廣
記
』
巻
一
〇
三
報
応
二

の
李
丘
一
の
話
に
、
旅
先
で
突
然
死
し
た
李
丘
一
が
冥
界
に
行
き
、
槐
樹

の
下
に
飼
い
葉
桶
が
あ
る
の
を
見
て
、
道
中
知
り
合
っ
た
段
と
い
う
男
に
、

「
五
道
大
神
が
人
間
の
罪
福
を
巡
視
査
察
す
る
た
び
、
こ
こ
で
馬
を
休
め

る
の
だ
」
と
教
え
ら
れ
た
と
あ
る
。

唐
李
丘
一
、
好
鷹
狗
畋
猟
、
万
歳
通
天
元
年
、
任
揚
州
高
郵
丞
、
忽

一
旦
暴
死
，
見
両
人
来
追
、
一
人
自
云
姓
段
。
時
同
被
追
者
百
余
人
、

男
皆
著
枷
、
女
即
反
縛
。
丘
一
被
鎖
前
駆
、
行
可
十
余
里
、
見
大
槐

樹
数
十
、
下
有
馬
槽
、
段
云
「
五
道
大
神
每
巡
察
人
間
罪
福
、
于
此

歇
馬
。」
丘
一
方
知
身
死

（
（（
（

。

以
上
、
ま
と
め
る
と
古
代
中
国
の
五
道
大
神
は
、
イ
ン
ド
の
五
道
輪
廻

の
考
え
と
中
国
の
冥
界
観
と
が
混
ざ
り
合
っ
て
形
成
さ
れ
た
、「
鬼
」
を

管
理
支
配
す
る
冥
界
の
王
で
、
も
と
は
仏
法
の
守
護
神
、
天
部
の
一
尊
格

で
あ
っ
た
が
、
現
世
に
出
没
し
疫
病
を
止
め
た
り
流
行
ら
し
た
り
し
て
、

人
の
罪
福
を
裁
定
審
判
す
る
と
も
信
じ
ら
れ
た
、
民
間
の
神
で
あ
っ
た
。

二　

日
本
に
お
け
る
五
道
神

日
本
の
文
献
上
、
五
道
神
は
ど
の
よ
う
に
出
て
く
る
か
を
概
観
し
て
お
く
。

（
１
）『
日
本
霊
異
記
』

下
巻
第
二
二
縁

他
田
舎
人
蝦
夷
と
い
う
人
が
、
死
後
七
日
し
て
よ
み
が
え
っ
て
、
冥
土

で
の
体
験
を
物
語
る
。
冥
土
の
椅
（
は
し
）
を
渡
っ
た
先
に
王
宮
が
あ
り
、

そ
の
本
に
三
つ
の
衢
が
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
草
の
す
こ
し
生
え
た
道
を
示

し
て
こ
の
道
を
行
く
よ
う
に
と
指
示
さ
れ
た
と
い
う
。

下
巻
二
三
縁

大
伴
連
忍
勝
と
い
う
人
が
、
死
後
よ
み
が
え
り
語
っ
て
い
う
の
に
は
、

冥
界
の
使
い
に
連
れ
ら
れ
進
む
う
ち
、
三
つ
の
道
の
分
か
れ
道
の
と
こ
ろ

に
い
る
王
に
行
く
道
を
指
し
示
さ
れ
た
。

出
雲
路
修
は
、
こ
れ
ら
の
説
話
に
で
る
冥
界
の
王
は
、
よ
う
す
る
に
五
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道
将
軍
・
五
道
大
神
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。

（
２
）
久
遠
寺
本
『
宝
物
集
』

仏
教
説
話
集
『
宝
物
集
』
の
本
文
に
は
「
鬼
子
母
は
五
道
大
臣
の
妻
な

り
」
と
あ
る
が
、
出
雲
路
修
は
こ
の
五
道
大
臣
が
五
道
大
神
に
他
な
ら
な

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。
久
遠
寺
本
『
宝
物
集
抜
書
』
に
、
五
道
大
臣

の
大
臣
の
と
こ
ろ
に
傍
注
し
て
「
天
神
歟
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
大
臣

が
大
シ
ン
の
当
て
字
で
あ
り
、
五
道
大
神
が
そ
の
原
型
で
あ
っ
た
と
想
定

で
き
る
と
い
う
。
要
す
る
に
渡
来
の
五
道
大
神
は
、
こ
の
列
島
の
な
か
で

は
、
五
道
大
臣
・
五
道
天
神
と
も
称
さ
れ
た
（
五
道
大
神
の
同
体
異
称
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
３
）
新
訂
『
都
名
所
図
会
』

巻
之
四
の
車
折
社
の
条
に
、「
五
道
冥
官
降
臨
の
地
な
り
と
ぞ
。
…
…

五
道
冥
官
焔
魔
王
宮
の
庁
に
出
で
て
善
悪
を
糺
し
、
金
札
・
鉄
札
（
生
前

の
善
悪
を
記
し
た
札
）
を
見
て
違
変
な
き
を
当
社
の
風
儀
と
す
る
か
」
と

あ
る（

（（
（

。
那
波
利
貞
は
「
五
道
大
神
は
五
道
冥
官
と
も
謂
い
、
純
粋
な
る
道

教
の
神
々
な
る
が
、
こ
れ
も
何
時
の
世
に
か
早
く
我
が
国
に
伝
え
ら
れ
て

居
る
ら
し
く
、
而
も
、
や
は
り
仏
教
の
神
霊
の
如
く
考
え
ら
れ
て
祀
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
い
い
、
京
都
の
車
折
社
の
例
を
あ
げ
て
、
こ
の

地
一
帯
は
「
帰
化
人
秦
氏
一
族
の
本
拠
地
た
り
し
処
、
多
数
の
中
国
人
居

住
せ
し
か
ば
、
彼
ら
は
祖
国
に
於
け
る
信
仰
を
以
て
種
々
の
廟
を
建
て
た

も
の
と
推
察
せ
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

（
４
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
日
本
仏
典

『
大
蔵
経
』
所
収
の
日
本
の
仏
典
中
、
五
道
神
の
語
が
出
る
の
は
最
澄
の

「
長
講
金
光
明
經
會
式
」
と
「
長
講
仁
王
般
若
經
會
式
」
だ
け
で
あ
る
。
佐

藤
道
子
に
よ
れ
ば
、
最
澄
は
修
学
の
基
礎
と
し
て
護
国
三
部
経
の
長
講
会

（
長
期
間
に
わ
た
っ
て
経
典
を
講
説
す
る
法
会
を
指
す
─
佐
藤
）
を
重
視
し

た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
「
会
式
」
と
い
う
表
題
が
示
す
よ
う
に
、
金
光
明
経

と
仁
王
経
の
「
法
要
の
次
第
に
従
っ
て
詞
章
が
記
さ
れ
」
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
れ
ら
「
会
式
」
の
「
結
願
」
部
に
お
い
て
、
天
神
地
祇
の
み
な
ら
ず
、

横
死
の
諸
霊
（「
崇
道
天
皇
御
霊
等
、
伊
豫
親
王
御
霊
等
、
藤
原
夫
人
（
伊

予
親
王
の
母
親
吉
子
）
御
霊
等
、
藤
原
仲
成
神
霊
等
」
な
ど
の
「
怨
霊
」）

か
ら
「
十
方
十
世
冥
道
官
、
閻
魔
法
王
五
道
神
、
牛
頭
馬
頭
及
獄
卒
」
ま

で
、「
四
悪
趣
の
諸
衆
と
迷
界
の
最
た
る
者
が
救
済
さ
れ
る
一
方
で
国
や

仏
法
を
守
護
す
る
と
い
う
立
場
を
与
え
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
に
、
佐
藤
道

子
は
大
き
な
特
色
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

従
来
、
御
霊
の
史
料
上
の
初
出
は
、
貞
観
五
年
五
月
二
十
日
の
御
霊
会

に
関
す
る
『
日
本
三
代
実
録
』
の
記
事
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
最
澄

の
金
光
明
経
と
仁
王
経
の
二
つ
の
「
会
式
」
の
文
末
に
は
、
い
ず
れ
も
弘

仁
四
（
八
一
三
）
年
六
月
最
澄
記
と
あ
る
。
お
よ
そ
五
十
年
前
の
こ
れ
ら

の
法
要
に
す
で
に
御
霊
と
い
う
語
が
使
わ
れ
、
し
か
も
貞
観
五
年
の
御
霊

会
の
祭
神
と
し
て
祭
ら
れ
た
六
人
の
御
霊
の
う
ち
四
人
（
崇
道
天
王
、
伊

豫
親
王
、
藤
原
吉
子
、
藤
原
仲
成
）
ま
で
も
、
同
じ
人
物
が
御
霊
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
大
同
末
年
か
ら
弘
仁
年
間
に
か
け
て
の
最
澄
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に
よ
る
法
華
経
・
金
経
明
経
・
仁
王
般
若
経
の
護
国
三
部
経
の
長
講
会
は
、

疫
病
退
散
を
祈
願
し
金
光
明
経
・
般
若
心
経
が
講
じ
ら
れ
た
貞
観
五
年
神

泉
苑
で
の
御
霊
会
の
先
蹤
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

要
す
る
に
天
台
密
教
の
法
会
で
は
、
五
道
神
は
平
安
初
期
の
早
い
段
階

か
ら
御
霊
・
怨
霊
と
関
係
を
も
つ
神
格
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た

方
面
か
ら
御
霊
信
仰
の
成
り
立
ち
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

五
道
大
神
、
五
道
将
軍
は
、
日
本
の
密
教
仏
典
の
う
ち
所
謂
「
別
尊
法
」

（
諸
尊
法
と
も
い
う
）
─
諸
尊
を
各
別
に
本
尊
と
し
て
供
養
す
る
修
法（

（（
（

─

に
し
ば
し
ば
出
て
く
る
。『
大
日
經
疏
演
奧
鈔
』、『
胎
藏
界
大
法
對
受
記
』、

『
大
日
經
供
養
持
誦
不
同
』、『
行
林
抄
』、『
三
昧
流
口
傳
集
』、『
別
行
』、

『
要
尊
法
』、『
諸
尊
要
抄
』、『
祕
藏
金
寶
鈔
』、『
祕
鈔
』、『
薄
雙
紙
』、『
四

卷
』、『
祕
鈔
問
答
』（
以
上
、
五
道
大
神
）、『
行
林
抄
』、『
傳
受
集
』（
以

上
、
五
道
将
軍
）
な
ど
の
書
で
あ
る
。

五
道
大
神
は
、
こ
れ
ら
の
書
の
閻
魔
天
法
の
条
に
閻
魔
王
の
眷
属
と
し

て
登
場
す
る
。
し
か
し
あ
ま
り
詳
し
い
記
述
は
な
く
、
門
外
漢
で
あ
る
筆

者
に
は
こ
の
種
の
仏
典
資
料
か
ら
閻
魔
天
法
が
ど
の
よ
う
な
修
法
で
あ
っ

た
か
を
理
解
す
る
の
は
は
な
は
だ
難
し
い
。
た
だ
、『
行
林
抄
』
第
六
二

「
焔
魔
天
法
」
に
、「
焔
魔
天
秘
法
出
自
秘
大
要
集
。
或
云
、

日
延
持
来
新
度
文
之
内
也
…
…
五
道
大
神
印
…
…

是
祕
中
祕
印
也
。
空
基
誠
云
。
是
名
最
極
祕
密

（
（（
（

」
な
ど
と
あ
り
、
こ
の
修

法
が
と
り
わ
け
秘
法
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
十
世
紀
な
か
ご
ろ
呉
越

国
に
行
っ
た
日
延
が
将
来
し
た
と
一
部
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘

す
る
に
止
め
て
お
こ
う
。

以
上
、
日
本
側
文
献
の
な
か
で
の
五
道
神
を
一
瞥
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

影
を
一
部
の
資
料
に
わ
ず
か
に
残
す
程
度
で
あ
る
。
渡
来
の
人
々
や
密
教

僧
以
外
に
は
そ
の
存
在
さ
え
知
ら
れ
な
い
よ
う
な
小
さ
な
神
だ
っ
た
が
、

密
教
の
閻
魔
天
の
修
法
を
行
う
時
に
は
、
五
道
神
は
欠
か
せ
な
い
尊
格
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。

三　

見
え
隠
れ
す
る
五
頭
天
王

『
本
朝
世
紀
』
の
久
安
四
年
の
記
事
に
、
七
十
年
ほ
ど
前
の
延
久
二
年

（
一
〇
七
〇
）
年
十
月
十
四
日
に
起
き
た
祗
園
社
の
火
災
に
つ
い
て
記
し

た
部
分
に
、「
牛
頭
天
皇マ

マ

御
足
焼
損
」
と
あ
る
の
が
、
牛
頭
天
王
が
文
献

上
に
現
れ
る
最
も
早
い
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

ま
た
、
空
海
が
『
般
若
心
経
』
を
解
釈
し
た
『
般
若
心
經
祕
鍵
』
の
注

釈
書
で
あ
る
済
暹
（
一
〇
二
五
～
一
一
一
五
）
の
『
般
若
心
經
祕
鍵
開
門

訣
』
に
、「
佛
説
藥
師
如
來
牛
頭
天
王
經
羅
什
譯
。
其
經
云
、
牛
頭
天
王
竪

知
三
世
事
、
横
見
十
法
界
云
々
…
…
」
と
あ
り
、
十
一
世
紀
に
は
牛
頭
天

王
に
関
す
る
、
所
謂
偽
経
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
今

の
と
こ
ろ
こ
れ
ら
の
史
料
よ
り
遡
っ
て
は
牛
頭
天
王
の
語
は
出
な
い
。

と
こ
ろ
が
牛
頭
天
王
で
は
な
く
五
頭
天
王
と
表
記
す
る
別
尊
法
が
あ
り

注
目
さ
れ
る
。
覚
成
記
・
守
覚
輯
『
澤
鈔
』
と
賴
瑜
『
秘
鈔
問
答
』
の
二

書
で
、
い
ず
れ
も
十
二
世
紀
の
密
教
僧
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
「
転
法
輪
（
法
）」
の
条
の
仏
具
の
幢
（
は
た
ぼ
こ
）
を
用
い
る
秘

密
の
行
法
に
関
わ
っ
て
五
頭
天
王
が
出
て
く
る
。『
澤
鈔
』『
秘
鈔
問
答
』

と
も
に
似
た
よ
う
な
内
容
な
の
で
、『
澤
鈔
』
の
も
の
を
引
用
す
る
（
原
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文
は
漢
文
体
に
一
部
訓
読
体
が
混
合
す
る
奇
妙
な
文
体
で
あ
る
が
、
漢
文

部
分
を
試
み
に
読
み
下
し
て
引
用
す
る
）。

「
又
幢
中
に
白
紙
若
絹
を
入
れ
、
怨
家
の
形
を
書
く
本
法
五
尺

或
七
寸
。

兩
足
に
怨

家
姓
名
こ
れ
を
記
す
左
姓

右
名
。
ま
た
行
役
神
像
五
頭
天
王

也
、
一
肘
量
を
書
き
て
怨
家
の

頭
を
踏
ま
し
む
。
ま
た
不
動
尊
像
を
書
き
て
其
腹
中
を
踏
ま
し
む
也

此
等
は
最
極
の
祕
事
也
、
努
め
て

能
く
能
く
隱
便
な
ら
し
む
べ
し
。

怨
家
形
并
に
行
疫
神
又
不
動
等
を
畫
く
事
は
、

非
説
之
一
具
事
也
。
先
ず
怨
家
形
ノ
臥
タ
ル
ヲ
畫
テ
、
其
怨
家
一
人

ニ
取
テ
、
頭
ヲ
ハ
五
頭
天
王
ニ
踏
ま
し
む
。
腹
ヲ
ハ
不
動
ニ
踏
ま
し

む
。
足
ニ
ハ
怨
家
の
姓
名
ヲ
書
く
也
。
或
不
動
ハ
無
テ
臥
タ
ル
怨
家

ニ
取
テ
、
足
ニ
ハ
彼
の
姓
名
を
書
き
、
頭
ヲ
ハ
五
頭
天
王
を
以
て
踏

ま
し
む
。
…
…
予
私
に
云
う
、
施
主
の
形
ヲ
畫
き
怨
家
姓
名
を
踏
ま

し
む
は
常
事
也
。
而
る
に
怨
家
の
形
を
書
き
、
足
に
同
姓
名
を
書
す

る
は
、
頗
謂
れ
無
き
事
か
。
幢
行
法
之
時
壇
を
安
ず
紙
で
覆

う
也
。

餘
時
こ
れ

を
取
納
め
云
云
。
怨
家
の
形
は
結
願
の
時
に
伴
い
、
爐
火
に
入
れ
こ

れ
を
燒
く

（
（（
（

」

こ
の
幢
と
い
う
仏
具
は
「
は
た
ぼ
こ
」
と
訓
じ
ら
れ
る
荘
厳
具
で
あ
り
、

通
常
は
図
１
の
よ

う
な
か
た
ち
で
あ

る
。
い
さ
さ
か
飛

躍
す
る
が
、
京
都

祇
園
祭
の
山
鉾
巡

行
に
で
る
最
も
古

い
山
鉾
と
言
わ
れ

る
綾
傘
鉾
は
幢
を
短
く
切
っ
た
よ
う
な
形
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
転
輪
法

の
幢
行
法
に
由
来
す
る
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。
図
２
に
示
す
こ
の
傘
鉾
の

下
で
舞
わ
れ
る
棒
振
り
の
踊
り
は
、
図
３
の
よ
う
な
中
国
の
民
間
儺
舞
に
よ

く
似
て
い
る
。

中
国
の
民
間
信
仰
で
は
地
獄
十
王
の
十
番
目
の
王
を
五
道
転
輪
王
と
い
う
。

九
番
目
ま
で
の
地
獄
の
責
め
苦
を
う
け
終
わ
っ
た
亡
者
に
対
し
て
、
転
生
先

を
決
め
る
最
後
の
審
判
を
す
る
役
目
を
こ
の
転
輪
王
は
担
っ
て
い
る
。

図
４
は
、
敦
煌
遺
書
P.
二
〇
〇
三
「
仏
説
閻
羅
王
授
記
四
衆
預
修
生
七

往
生
浄
土
教
」
に
出
る
図
で
あ
る
。
机
の
後
ろ
に
坐
る
武
人
が
五
道
転
輪

王
で
、
そ
の
右
手
に
五
・
六
本
の
波
う
つ
道
が
見
え
る
。
机
の
前
に
立
つ

亡
魂
「
鬼
」
が
審
判
を
う
け
、
こ
こ
の
道
を
通
り
転
生
し
て
い
く
の
で
あ

図１　幢（22）

図２　綾傘鉾（23）

図３　南豊の儺舞（24）
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る
。転
輪
王
の
左
手
に
立
っ

て
い
る
鬼
卒
が
持
つ
旗
が

幢
な
の
で
あ
ろ
う
。

図
５
は
和
泉
市
久
保
惣

紀
念
美
術
館
蔵
の
『
十
王

経
』
に
載
る
図
で
あ
る
が
、

や
は
り
武
人
姿
の
転
輪
王

の
審
判
場
面
が
描
か
れ
て

い
る
。
畜
生
道
に
堕
ち
る

亡
魂
の
た
め
で
あ
ろ
う
、

転
輪
王
の
右
手
に
動
物
の

毛
皮
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

図
6
は
平
河
出
版
『
道
教

事
典
』
所
収
の
も
の
だ
が
、

制
作
時
代
が
く
だ
る
た
め

か
転
輪
王
は
も
は
や
武
人
で
は
な
く
、
文
人
の

姿
に
な
っ
て
い
る
。
右
上
の
塀
の
上
の
「
法
輪

常
転
」
の
語
句
の
上
方
に
、
や
は
り
亡
魂
が
転

生
す
る
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。

『
澤
鈔
』『
秘
鈔
問
答
』
の
転
法
輪
（
法
）
に

お
け
る
五
頭
天
王
の
行
法
は
、
お
そ
ら
く
こ
の

五
道
転
輪
王
の
信
仰
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
五
頭
天
王
の
五
頭
と
五

道
と
が
こ
こ
で
も
重
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
転
法
輪
の
行
法
に
お
け
る
五

頭
天
王
と
閻
魔
天
の
行
法
の
五
道
大
神
と
は
、
伝
承
上
い
っ
た
い
ど
の
よ
う

な
関
係
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
さ
ら
に
く
わ
し
く
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

五
頭
天
王
と
い
う
表
記
は
、
牛
頭
天
王
の
表
記
が
固
定
化
し
た
今
日
か

ら
見
れ
ば
、
牛
頭
と
か
く
べ
き
と
こ
ろ
を
誤
っ
て
書
い
た
、
い
わ
ば
当
て

字
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
歴
と
し
た
公
卿
の
九
条
道
家
の
日

記
『
玉
蕊
』
の
承
久
二
（
一
二
二
〇
）
年
四
月
十
四
日
の
記
事
に
も
、「
被

埋
大
壁
五
頭
天
玉マ

マ

并
婆
梨
女
御
躰
御
坐
…
…
」（

（（
（

と
あ
る
の
で
、
単
な
る
当

て
字
と
か
誤
字
と
か
で
は
な
く
、
ゴ
ズ
あ
る
い
は
ゴ
ト
ウ
天
王
を
牛
頭
と

書
く
か
五
頭
と
書
く
か
、
そ
の
最
初
期
に
は
ま
だ
表
記
が
定
ま
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。

現
在
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
五
頭
天
王
を
検
索
す
る
と
、
か
つ
て
五

頭
天
王
と
称
し
て
い
た
と
い
う
神
社
・
小
祠
が
各
地
に
存
在
す
る（

（（
（

。
千
葉
の

流
山
市
の
畑
の
中
に
、
現
在
も
こ
ん
な
石
碑
（
図
７
、８
）
が
残
っ
て
い
る（

（（
（

。

要
す
る
に
、
牛
頭
天
王
の
ゴ
ズ
を
牛
頭
と
表
記
す
る
の
が
固
定
化
さ
れ
る

図５　五道転輪王（26）

図４　五道転輪王（25）

図６　五道転輪王（27）
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以
前
に
、
五
頭
と

表
記
さ
れ
る
時
期

が
あ
り
、
そ
の
五

頭
と
書
か
れ
る
五

頭
天
王
は
か
な
り

後
ま
で
続
い
て
い

た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
こ
と
と
関

連
し
て
注
目
さ
れ

る
こ
と
に
、
初
期

の
牛
頭
天
王
は
立

像
の
武
将
神
像
で

あ
り
、
頭
上
に
牛

頭
が
載
る
よ
う
に

な
る
の
は
ず
っ
と

後
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
い
う
専
門

家
の
指
摘
が
あ
る
。
藤
澤
隆
子
は
、

彫
像
の
牛
頭
天
王
で
は
最
も
古
い
、

十
世
紀
の
作
と
さ
れ
る
奈
良
大
和

郡
山
市
の
光
堂
寺
の
牛
頭
天
王
像

（
図
９
）
は
畏
怖
の
武
将
の
す
が
た

で
あ
り
、
牛
頭
は
室
町
時
代
こ
ろ

に
後
か
ら
つ
け
加
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

む
す
び
─
武
塔
・
五
頭
・
牛
頭
は
「
五
道
」
の
当
て
字
─

武
塔
神
の
た
し
か
な
資
料
は
『
伊
墳
波
字
類
抄
』
と
『
釈
日
本
紀
』
所

収
の
「
備
後
国
風
土
記
」
逸
文
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
資
料
を
合
わ
せ
て

一
つ
の
神
格
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
と
、
武
塔
神
あ

る
い
は
牛
頭
天
王
の
属
性
は
、
異
国
（
冥
界
）
の
王
、
祗
園
（
仏
教
）
の

守
護
神
（
所
謂
天
部
の
神
）、
巡
遊
審
判
す
る
疫
神
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、

五
道
大
神
の
基
本
的
な
属
性
と
ぴ
た
り
と
重
な
る
。

『
増
一
阿
含
経
』
な
ど
の
小
乗
仏
典
は
、
日
本
で
は
軽
視
さ
れ
た
そ
う

だ
が
（
友
松
圓
諦
『
阿
含
経
入
門
』）、
現
在
で
も
奈
良
に
は
奈
良
時
代
の

写
本
数
巻
が
残
っ
て
い
る（

（（
（

。
素
人
考
え
で
あ
る
が
、
祇
園
精
舎
の
名
が

人
々
の
あ
い
だ
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
『
増
一
阿
含
経
』

の
流
布
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
『
増
一
阿

含
経
』
全
体
で
四
七
一
の
経
の
う
ち
の
大
半
の
三
二
七
経
の
冒
頭
部
分
が

図９　光堂寺の牛頭天王像（32）

図７　流山の小祠図８　祠の中の石碑
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「
如
是
我
聞
、
一
時
、
佛
在
舍
衞
國
祇
樹
給
孤
獨
園
（
聞
く
こ
と
是
の
如

し
、
一
時
佛
、
舍
衞
國
祇
樹
給
孤
獨
園
に
在
し
き
）」
と
い
う
常
套
句
に

な
っ
て
お
り
、
釈
尊
が
祇
園
精
舎
で
行
っ
た
説
法
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
全
体
で
こ
の
句
を
冒
頭
に
お
く
の
は
六
二
六
経
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
約
半
数
が
『
増
一
阿
含
経
』
の
中
に
あ
る
こ
と
に
な
る

（
東
京
大
学
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ
く
）。

先
述
し
た
よ
う
に
、
数
あ
る
仏
典
の
な
か
で
唯
一
こ
の
『
増
一
阿
含
経
』
の

な
か
に
、
五
道
神

が
活
躍
す
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
あ

る
。
五
道
神
が
鬼

神
に
変
じ
て
長
者

に
対
し
て
「
わ
れ

こ
そ
は
五
道
大
神

な
り
、
す
み
や
か

に
こ
の
沙
門
に
湯

を
与
え
、
足
を
稽

留
す
る
な
か
れ
」

と
脅
し
つ
け
る

場
面
は
、「
備
後

国
風
土
記
」
逸

文
で
、
武
塔
天

神
が
「
あ
は
速

須
佐
雄
の
神
な
り
、
後
の
世
に
疫
気
あ
ら
ば
、
汝
、
蘇
民
将
来
の
子
孫
と
い

ひ
て
、
茅
輪
を
も
ち
て
腰
に
着
け
た
る
人
は
免
れ
な
む

（
（（
（

」
と
い
っ
た
の
を
彷

彿
さ
せ
る
。
武
塔
神
が
五
道
神
の
当
て
字
で
同
体
異
称
な
ら
、『
増
一
阿
含
経
』

が
流
布
す
る
中
で
、
祇
園
精
舎
と
五
道
神
つ
ま
り
武
塔
神
と
が
、
人
々
の
意

識
の
な
か
で
結
び
く
の
は
、
ご
く
自
然
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
御
霊
会
の
際
に
は
し
ば
し
ば
金
光
明
経
や
仁
王
経
が
講
ぜ
ら
れ

た
が
、
そ
れ
は
最
澄
の
長
講
会
式
の
次
第
に
従
っ
た
法
会
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
そ
う
す
る
と
そ
の
法
会
の
場
で
御
霊
（
怨
霊
）
と
と
も
に
必

ず
五
道
神
が
唱
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
武
塔
神
・
牛
頭
天
王
は
御
霊
会

の
な
か
か
ら
胚
胎
し
た
と
い
わ
れ
る
理
由
が
よ
く
納
得
で
き
る
。
つ
ま
り

武
塔
神
・
牛
頭
天
王
は
五
道
神
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
と

く
に
そ
の
素
生
が
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
き
た
の
は
、
五
道
神
が
密
教
的
な

修
法
に
か
か
わ
る
神
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

中
国
の
天
王
像
に
は
、
図
10
、
11
の
よ
う
に
邪
鬼
を
踏
み
つ
け
た
も
の

が
多
く
見
ら
れ
る
。
疫
病
は
「
鬼
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
信
じ
て

い
た
渡
来
系
の
人
々
は
、
疫
病
が
一
度
流
行
す
る
と
、
邪
鬼
を
踏
み
つ
け

た
こ
の
よ
う
な
神
像
に
、
熱
い
信
仰
を
寄
せ
た
の
だ
ろ
う
。
ふ
だ
ん
は
脇

役
の
天
部
の
一
尊
に
過
ぎ
な
か
っ
た
五
道
神
の
神
像
が
、
疫
病
が
流
行
し

だ
す
と
一
躍
尊
崇
を
受
け
、
祗
園
の
天
神
と
か
天
王
と
か
い
わ
れ
出
し
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
武
人
の
姿
の
像
で
あ
っ
た
の
で
、ŋudɑu

（
五

道
）
の
音
に
い
つ
し
か
武
塔
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
大
和
郡
山
市
の
光
堂
寺
蔵
の
牛
頭
天
王
像
は
、
も
と
近
く
の

杵
築
神
社
（
出
雲
大
社
）
に
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う（

（（
（

。
素
盞
嗚
尊
は
い
う

図 10　石像天王像（33）図 11　唐代天王俑（34）
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ま
で
も
な
く
出
雲
系
氏
族
の
祖
神
で
あ
る
か
ら
、
武
塔
神
・
牛
頭
天
王
の

信
仰
が
素
盞
嗚
尊
信
仰
と
習
合
す
る
最
も
相
応
し
い
場
所
に
そ
の
神
像
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

中
国
民
間
信
仰
の
五
道
神
を
詳
し
く
調
べ
て
み
る
と
、
武
塔
神
・
牛
頭

天
王
の
信
仰
と
お
お
く
の
点
で
重
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
五
道
神
つ
ま

り
武
塔
神
・
牛
頭
天
王
は
、
も
と
は
祇
園
精
舎
（
つ
ま
り
仏
法
）
の
守
護

神
で
あ
り
、
な
お
か
つ
冥
界
の
王
（「
鬼
」
の
管
理
者
）、
巡
遊
審
判
す
る

疫
神
で
あ
っ
た
。
冥
界
の
王
五
道
神
に
は
根
の
国
の
王
・
素
盞
嗚
尊
と
習

合
す
る
必
然
性
が
も
と
も
と
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
武
塔
（
ム
タ
フ
）

も
、
五
頭
（
ゴ
ト
ウ
）、
牛
頭
（
ゴ
ズ
）
も
、ŋudɑu

（
五
道
）
か
ら
派

生
し
た
一
種
の
当
て
字
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
用
い

ら
れ
る
漢
字
の
字
義
に
沿
う
か
た
ち
で
、
像
容
や
信
仰
内
容
に
変
化
・
潤

色
が
起
き
、
素
生
を
隠
し
た
ま
ま
の
土
着
化
が
い
っ
そ
う
進
み
、
今
日
伝

え
ら
れ
る
よ
う
な
牛
頭
天
王
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

注（
１
）	

吉
井
良
隆
「
牛
頭
天
王
・
武
塔
神
・
素
戔
嗚
尊
」『
神
道
史
研
究
』

十
巻
六
号
、
一
九
六
二
年
。
志
賀
剛
「
日
本
に
於
け
る
疫
神
信
仰

の
生
成
」『
神
道
史
研
究
』
二
九
巻
三
号
、
一
九
八
一
年

（
２
）	

山
口
建
治
「
オ
ニ
（
於
邇
）
の
由
来
と
『
儺
』」『
文
学
』

二
〇
〇
一
年
十
一
・
十
二
月
号
、
岩
波
書
店

（
３
）	

山
口
建
治
「
瘟
神
の
形
成
と
日
本
に
お
け
る
そ
の
波
紋
」『
年
報　

非
文
字
資
料
研
究
』
９
号
、
二
〇
一
三
年
、
神
奈
川
大
学
日
本
常

民
文
化
研
究
所
非
文
字
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー

（
４
）	

呉
・
支
謙
訳
『
太
子
瑞
應
本
起
経
』『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
三
巻

（
５
）	

鄭
阿
財
「
従
敦
煌
吐
魯
番
文
書
論
五
道
将
軍
信
仰
」『
敦
煌
佛
教
文

献
與
文
学
研
究
』、
二
〇
一
一
年
、
上
海
古
籍
出
版
社

（
６
）	『
冥
報
記
』『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
五
十
一
巻

（
７
）	『
増
壹
阿
含
経
』
巻
第
二
七
邪
聚
品
第
三
五
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

第
二
巻

（
８
）	

宋
・
志
磬
大
師
撰
『
佛
祖
統
紀
』
巻
第
三
九
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

第
四
十
九
巻

（
９
）	

黄
徴
・
呉
偉
校
注
『
敦
煌
願
文
集
』、
一
九
九
五
年
、
岳
麓
書
社

（
10
）	

黄
徴
・
呉
偉
校
注
『
敦
煌
願
文
集
』、
一
九
九
五
年
、
岳
麓
書
社

（
11
）	

李
昉
等
編
『
太
平
広
記
』
巻
第
一
〇
三
報
応
二
、
中
華
書
局

（
12
）	

出
雲
路
修
「『
よ
み
が
へ
り
』
考
─
日
本
霊
異
記
説
話
の
世
界
」

『
国
語
国
文
』
四
九
巻
十
二
号
、
一
九
八
〇
年
、
中
央
図
書
出
版
社

（
13
）	

出
雲
路
修
「
鬼
子
母
は
五
道
大
神
の
妻
な
り
」『
説
話
論
集
』
第

十
六
集
、
二
〇
〇
七
年
、
清
文
堂

（
14
）	

新
訂
『
都
名
所
図
会
２
』
市
古
夏
生
・
鈴
木
健
一
校
訂
、

一
九
九
九
年
、
筑
摩
書
房

（
15
）	

那
波
利
貞
「
道
教
の
日
本
国
へ
の
流
伝
に
就
き
て
」『
道
教
と
日
本
』

第
一
巻
、
一
九
九
六
年
、
雄
山
閣

（
16
）	
佐
藤
道
子
「
地
獄
と
救
済
─
三
部
長
講
会
に
み
る
─
」『
ア
ジ
ア

遊
学
』
第
十
号
、
一
九
九
九
年
、
勉
誠
出
版

（
17
）	

櫻
木
潤　

博
士
論
文
『
御
霊
信
仰
の
源
流
と
最
澄
・
空
海
』



99

（
18
）	

佐
和
隆
研
編
『
密
教
辞
典
』、
一
九
七
五
年
、
法
蔵
館

（
19
）	『
行
林
抄
』『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
十
六
巻

（
20
）	
中
井
真
孝
「
祗
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王
」『
鷹
陵
史
学
』
第
十
九

号
、
一
九
九
四
年
、
鷹
陵
史
学
会

（
21
）	

覺
成
記
・
守
覺
輯
『
澤
鈔
』『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
十
八
巻

（
22
）	「
幢
」、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
百
度
百
科http://baike.baidu.com

/
view

/8308.htm

（
23
）	「
綾
傘
鉾
と
棒
振
り
囃
子
」、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
『
綾
傘
鉾
保
存
会
』

http://w
w

w
.ayakasahoko.com

/boufuribayashi.htm
l

（
24
）	「
南
豊
跳
儺
」、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
『
臨
川
文
化
』、http://w

w
w

.
zgfznew

s.com
/linchuanw

enhua/fuzhoulvyou/m
ingsh-

engguji/feiw
uzhiw

enhuayichan/2010/6/11/506726.shtm
l

（
25
）	

鄭
阿
財
「
従
敦
煌
吐
魯
番
文
書
論
五
道
将
軍
信
仰
」『
敦
煌
佛
教
文

献
與
文
学
研
究
』、
二
〇
一
一
年
、
上
海
古
籍
出
版
社

（
26
）	

鄭
阿
財
同
上
論
文

（
27
）	

野
口
鐵
郎
等
編
『
道
教
事
典
』（
平
河
出
版
社
）「
十
王
」
の
項
掲

載
の
中
華
民
国
国
立
博
物
館
「
十
殿
閻
王
」
の
第
十
殿
「
転
輪
王
」、

一
九
九
四
年
、
平
河
出
版
社

（
28
）	

九
条
道
家
著
・
今
川
文
雄
校
定
『
玉
蘂
』、
一
九
九
二
年
、
思
文
閣
出
版

（
29
）	

横
須
賀
市
吉
井
の
安
房
口
神
社
の
境
内
社
に
牛
宮
五
頭
天
王
の
碑
。

川
口
市
の
筥
崎
権
現
社
の
五
頭
天
王
社
。
豊
川
市
素
盞
嗚
神
社
の

天
文
二
〇
年
一
二
月
の
棟
札
に
「
奉
造
立
五
頭
天
王
」。
豊
川
市
の

伊
知
多
神
社
は
五
頭
天
王
を
春
日
明
神
の
西
に
創
祀
。
五
泉
市
の

須
賀
神
社
は
明
治
三
年
ま
で
祇
園
五
頭
天
王
と
称
し
た
。
行
方
市

天
王
崎
に
五
頭
（
牛
頭
）
天
王
の
祠
。

（
30
）	

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
『
写
真
で
つ
づ
る
流
山
の
道
』「
祠
と
社
《
南
》」

http://nagareyam
am

ichi.blog.fc2.com
/blog-entry-252.

htm
l

に
「
流
山
市
の
『
１
０
０
か
所
め
ぐ
り
』
配
置
図
に
は
『
五

頭
天
王
』
と
な
っ
て
い
る
が
，
私
に
は
『
牛
頭
天
王
社
』
と
読
め

る
の
だ
が
…
…
」
と
あ
る
。

（
31
）	

藤
原
隆
子
「
牛
頭
天
王
像
の
成
立
と
展
開
」
真
弓
常
忠
編
『
祇
園

信
仰
辞
典
』、
二
〇
〇
二
年
、
戎
光
祥
出
版

（
32
）	

光
堂
寺
牛
頭
天
王
像
、
清
水
俊
明
『
大
和
の
か
く
れ
仏
』、

一
九
七
八
年
、
創
元
社

（
33
）	

石
像
天
王
像
（
唐
代
、
陝
西
省
博
物
館
蔵
）、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

『
考
古
用
語
辞
典
』、
二
〇
〇
八
年
十
月
二
九
日
更
新
、http://

abc0120.net/w
ords01/abc2008102904.htm

l

（
34
）	

唐
代
天
王
俑
（
洛
陽
博
物
館
蔵
）『
中
国　

王
朝
の
至
宝
』
東
京
国

立
博
物
館
等
編
、
二
〇
一
二
年

（
35
）	

国
指
定
文
化
財
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttp://kunishitei.bunka.

go.jp/bsys/m
aindetails.asp

に
よ
る
。

（
36
）	

秋
本
吉
郎
校
注
『
風
土
記
』
日
本
古
典
文
学
大
系
二
、一
九
五
八
年
、

岩
波
書
店

（
37
）	
八
田
達
男
「
牛
頭
天
王
信
仰
の
初
期
段
階
お
け
る
展
開
」『
御
影
史

学
論
集
』
22
号
、
一
九
九
七
年

�

（
や
ま
ぐ
ち
・
け
ん
じ
／
神
奈
川
大
学
）


